2-3　総　括　表

頭首工総括表

	工種　　
	頭首工
	業務名
	○○頭首工実施設計
	発注者　　
	○○農業水利事業所
	受注者
	㈱○○コンサルタンツ

	事業名　
	○○農地防災事業
	業務場所　
	○○県○○郡○○町○○地先
	型式
	フローティングタイプの全可動堰
	作成年月日
	平成○年○月○日

	水系名
	○○水系
	河川名
	○○川
	河川区分
	一級河川

	河川
	流域面積
	956 ㎞2
	計画高水流量
	6,300 ｍ３／s
	計画高水位
	HWL64.456 ｍ
	施工計画の有無
	■有 □無
	工事特別仕様書の有無
	■有 □無


	
	渇水量
	5.2 ｍ３／s
	低水量
	9.5 ｍ３／s
	平水量
	15.5 ｍ３／s
	施工計画
	(工期，工種，施工順序，建設機械，工程計画等について箇条書きにまとめる。)
工期；平成○年度～平成○年度の５年間（第１期工事～第５期工事）

工種；本体工事、旧跡撤去、護岸工事

施行順書；第１～３期；本体工事、第４～５期；旧跡撤去、護岸工事

建設機械；21tブル、0.6m3バックホウ、10tダンプ、60kWバイブロ等

工程計画；11月～翌年５月の７ヶ月

	
	豊水量
	26.7 ｍ３／s
	現況河床標高
	56.412 ｍ
	平均河床勾配
	I=1/414
	
	

	
	河川幅
	205.0 ｍ
	現況堤防天端
	EL66.50 ｍ
	維持流量
	2.9 ｍ３／s
	
	

	　　　　　セ　　　キ
	セキ頂標高
	EL.58.20 ｍ
	セキ上げ水位
	WL.58.20 ｍ
	
	

	
	固定ゼキ長
	0 ｍ
	最大上下流水位差
	3.20 ｍ
	
	

	
	可動ゼキ長
	197.0 ｍ
	浸透路長
	31.90 ｍ
	
	

	
	エプロン高
	EL.55.35 ｍ
	エプロン長
	上流10.0ｍ、下流25.0ｍ
	仮 設 計 画
	(仮締切計画，水替工，工事用道路等について箇条書きにまとめる。)
仮締切計画；土砂築堤締切工法、綱矢板二重締切工法

水替工；水中ポンプによる釜場排水工法

工事用道路；仮設道路B=4.5m、仮設桟橋B=6.0m

	
	単位幅洪水量
	32.0  ｍ３／s
	護床工
	25.0 ｍ
	
	

	
	土砂吐
	幅員
	22.00 ｍ
	水路長
	65.00 ｍ
	
	

	
	
	敷高標高
	55.15 ｍ
	対象粒径
	最大150 mm、平均 30 mm
	
	

	
	
	床勾配
	上流 I=1/120 下流 I=1/100
	単位幅設計流量
	0.999 ｍ３／s
	
	

	
	基

　　　礎
	地質
	第四紀完新世　河床堆積物　砂礫
	今後の検討課題
	河川管理者、漁業権者、道路管理者、電力会社、用地所有者との協議が必要

	
	
	基礎
	直接基礎、杭基礎
	
	

	
	
	工法決定根拠
	比較検討により決定
	
	

	取入れ口
	幅員
	5.00m×4連 = 20.00 ｍ
	設計取水位
	NWL.58.10 ｍ
	
	

	
	敷高
	EL.57.00 ｍ
	設計取水量
	17.037 ｍ３／s
	
	

	
	水深
	1.10 ｍ
	流速
	0.80 ｍ／s
	ゲ　　ー　　ト
	

	附帯施設
	舟通し
	該当無し
	魚道
	B=3.0m L=38.0m 左右岸に設置
	種   類
	型　式
	数　量
	スパン
	高　さ
	最大設計水深
	引上げ
高
	引上げ
型式
	動力
	

	
	沈砂池
	排砂方式
	自然排砂
	規模
	幅×長×深＝22.2m×40.0m×4.0m
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	排砂対象粒径
	最小沈砂対象粒径；0.3 mm
	流速
	0.2 ｍ／s 
	土砂吐
	フラップ付ローラー
	１
	22.0m
	3.05m
	3.35m
	11.35m
	4M-4D

ワイヤー
	電動
	

	
	護岸工,構造,諸元
	逆Ｔ式擁壁L=162.32m、控壁式擁壁L=258.47m、ブロック張り擁壁L=64.83m
	洪水吐
	ローラー
	４
	40.75m
	2.85m
	3.15m
	11.15m
	2M-2D

ワイヤー
	同上
	

	管理施設
	管理橋構造諸元
	上部工形式；プレテンPC単純床版橋及びポステンPC単純Ｔ桁橋、

幅員9.5m、橋長236.0m
	取水工
	ローラー
	２
	5.0m
	2.0m
	7.96m
	13.00m
	1M-2D

ワイヤー
	同上
	

	
	管理棟構造諸元
	６ｍ×12ｍ×２階建て、RC構造
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